








結論 

1)小児ネフローゼ症候群において巣状糸球体硬化症やステロイド剤の反応性を発症時デー

タで統計学的に検討したところ、それらを発症時に予測することが可能であった。 

2)巣状糸球体硬化症と微少変化群を比較すると、微少変化群で発症時血清アルブミン値、

IgG、IgM が有意に FSGS より高値であった。 


